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は
じ
め
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、「
ハ
イ
ク
」
は
い
ま
や
詩
人
な
ら
一
度
は
試
み
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
抒
情
詩
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
最
近
で
も
、
詩
人
グ
リ
ュ
ー
ン
バ
イ
ン
が
二
度
来
日
し
、
俳
句
風
の
作
品
を
残
し
て
い
る
し?１）
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ス
の
最
近
の
詩
に
も
「
ハ
イ
ク
」
ら
し
き
短
詩
が
散
見
す
る
。
グ
ラ
ス
は
見
開
き
に
ア
ク
リ
ル
の
水
彩
画
に
自
筆
の
詩
も
書
き
込
ん
だ
詩
画
集
『
本
を
読
ま
な
い
人
へ
の
贈
り
物
』（
一
九
九
七
）
の
詩
を
「
ハ
イ
ク
的
」
な
詩
と
も
呼
ん
だ?２）
。
ま
た
、
単
に
日
本
学
の
研
究
領
域
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
市
民
の
愛
好
家
が
実
際
に
ド
イ
ツ
語
で
「
ハ
イ
ク
」
を
作
り
、
す
で
に
ハ
イ
ク
集
も
出
し
て
い
る
。
ケ
ル
ン
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
で
ハ
イ
ク
愛
好
グ
ル
ー
プ
も
結
成
さ
れ
た
り
、
学
校
で
教
育
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
「
ハ
イ
ク
」
は
ド
イ
ツ
で
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
ハ
イ
ク
」
の
広
が
り
の
始
ま
り
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
の
ド
イ
ツ
人
日
本
学
者
に
よ
る
俳
句
紹
介
と
一
九
一
〇
年
代
か
ら
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
の
受
容
を
通
し
て
、
俳
句
が
間
接
的
に
ド
イ
ツ
語
圏
へ
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
や
が
て
俳
句
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
短
詩
形
式
の
抒
情
詩
と
融
合
し
、
独
自
の
「
ハ
イ
ク
」
と
な
り
、
近
代
詩
の
表
現
形
式
（
リ
ル
ケ
の
事
物
詩
、
ウ
ィ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
ク
レ
ー
ト
・
ポ
エ
ジ
ー
な
ど
）
に
も
刺
激
を
与
え
て
い
っ
た
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
そ
の
独
自
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た
「
ハ
イ
ク
」
の
広
が
り
の
割
に
研
究
が
少
な
い
。
他
の
国
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
そ
れ
と
は
ど
う
関
連
し
、
ど
う
違
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
日
本
の
俳
句
に
触
発
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
と
い
う
「
モ
ダ
ン
」
な
詩
が
、
今
度
は
日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
て
日
本
の
文
学
に
お
い
て
受
容
さ
れ
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
交
流
か
ら
、
新
た
に
「
ハ
イ
ク
」
?
共
同
研
究
報
告
?
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
生
成
と
俳
句
再
評
価
依
岡
隆
児
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ドイツ・ハイクの生成と俳句再評価
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
可
能
性
（
自
然
詩
・
生
活
詩
と
し
て
の
ハ
イ
ク
、
連
詩
的
「
座
」
の
形
式
）
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
と
日
本
に
お
け
る
文
学
の
交
流
（
交
感
）
の
あ
り
方
を
、「
ハ
イ
ク
」
と
い
う
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
を
通
し
て
考
察
し
、
モ
ダ
ン
と
伝
統
の
出
会
い
や
、
海
外
か
ら
の
評
価
を
き
っ
か
け
と
し
た
自
文
化
や
民
族
性
の
意
識
化
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
み
た
い
。
以
下
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳
句
受
容
を
概
観
し
、
次
に
「
情
調
」
と
「
象
徴
」
と
い
う
概
念
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
俳
句
評
価
を
基
に
し
た
日
本
に
お
け
る
俳
句
の
再
評
価
の
動
向
を
跡
づ
け
、
最
後
に
「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
化
と
そ
の
近
代
詩
変
革
へ
の
影
響
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
一
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
ハ
イ
ク
」
俳
句
は
ド
イ
ツ
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
紹
介
と
模
倣
、
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
の
「
ハ
イ
カ
イ
」
経
由
の
影
響
、
さ
ら
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
自
立
の
動
き
を
、
概
略
的
に
み
て
み
る
。
一－
一
俳
句
受
容
略
史
加
藤
慶
二
『
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
小
史?３）
』
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
で
の
最
初
の
俳
句
受
容
は
、
ア
ル
ノ
ー
・
ホ
ル
ツ
の
『
フ
ァ
ン
タ
ー
ゴ
ス
』（
一
八
九
八
｜
九
九
）
に
俳
句
的
表
現
を
使
っ
た
こ
と
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
彼
は
「
ハ
イ
ク
」
を
作
っ
た
と
い
う
よ
り
、
俳
句
に
刺
激
さ
れ
て
書
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る?４）
。
俳
句
に
較
べ
れ
ば
彼
の
詩
は
雄
弁
で
あ
る
し
、
日
本
の
詩
人
の
詩
的
な
つ
つ
ま
し
さ
に
は
欠
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｐ
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
詩
集
『
ポ
リ
メ
ー
タ
ー
』（
一
八
九
八
）
に
も
ハ
イ
ク
の
影
響
が
あ
る
。
日
本
学
の
方
で
は
、
Ｋ
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
が
『
東
方
か
ら
の
詩
人
の
挨
拶
日
本
の
詩
集
』（
一
八
九
四
）
で
万
葉
集
・
古
今
集
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
彼
は
後
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
日
本
学
科
主
任
教
授
に
な
り
、
弟
子
と
し
て
ツ
ァ
ハ
ル
ト
ら
を
育
て
た
。
彼
は
こ
こ
で
、
イ
マ
ジ
ニ
ス
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す
荒
木
田
守
武
の
句
（「
落
花
枝
に
帰
る
と
見
れ
ば
胡
蝶
か
な
」）
を
紹
介
し
て
い
る
（
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
文
学
史
』（
一
八
九
九
）
で
も
「
ハ
イ
カ
イ
」
が
紹
介
さ
れ
、
こ
こ
に
も
こ
の
荒
木
田
の
句
の
訳
が
あ
っ
た
）。
ち
な
み
に
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
『
日
本
文
学
史
』（
一
九
〇
九
）
か
ら
俳
句
の
三
行
形
式
で
の
独
訳
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る?５）
。
さ
ら
に
、『
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
小
史
』
に
よ
る
と
、
ア
ン
ト
ン
・
ラ
イ
ザ
ー?６）
が
「
古
代
日
本
の
春
の
詩
」（
雑
誌
『
自
由
の
地
』
一
九
〇
四
年
六
号
）
で
俳
句
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
文
学
史
』
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
ま
た
ラ
イ
ザ
ー
は
日
本
の
感
情
と
想
念
を
誤
っ
て
判
断
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
Ｐ
・
エ
ン
ダ
ア
ー
リ
ン
グ
『
日
本
の
短
小
説
と
詩
歌
』（
一
九
〇
五
）
で
も
「
花
見
」
に
つ
い
て
の
誤
解
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｏ
・
ハ
ウ
ザ
ー
『
日
本
の
文
学
』
は
一
九
〇
四
年
に
出
さ
れ
、
俳
句
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
Ｊ
・
ク
ル
ト
『
過
去
千
四
百
年
間
の
日
本
抒
情
詩
』（
一
九
〇
九
）
は
、
日
本
人
の
協
力
で
書
か
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
短
歌
と
俳
句
は
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
学
研
究
者
で
は
な
か
っ
た
ク
ル
ト
266
は
、
短
歌
（
ウ
タ
）
を
五
行
三
十
一
音
節
の
形
式
に
、「
発
句
・
俳
句
・
俳
諧
」
な
ら
ば
、
三
行
十
七
音
節
の
形
式
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
俳
句
を
三
行
で
訳
し
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
俳
句
を
警
句
（
エ
ピ
グ
ラ
ム
）
と
見
、
ハ
ウ
ザ
ー
は
芭
蕉
を
格
言
詩
人
と
呼
ん
だ?７）
。
そ
の
後
、
Ｊ
・
バ
ー
プ
や
ハ
ウ
ザ
ー
『
日
本
の
ウ
タ
』（
一
九
一
一
）
も
俳
句
を
扱
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
ン
ト
の
「
芸
者
お
仙
の
歌
」（
四
行
）（
一
九
一
八
）
は
、
ド
イ
ツ
語
の
ハ
イ
ク
風
の
短
詩
で
あ
る
。
療
養
中
に
知
り
合
っ
た
日
本
人
医
師
の
影
響
と
み
ら
れ
る
。
彼
は
日
本
と
中
国
を
し
ば
し
ば
混
同
し
て
お
り
、
俳
句
と
は
程
遠
く
、
観
念
的
で
あ
る
。
Ｈ
・
ベ
ト
ゲ?８）
の
『
日
本
の
春
』
（
一
九
二
一
）
は
、
日
本
の
抒
情
詩
は
墨
絵
の
よ
う
で
あ
る
と
し
、
暗
示
す
る
力
、
印
象
主
義
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
が
、
個
々
人
の
性
格
は
強
く
表
現
さ
れ
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
俳
句
は
中
国
の
文
芸
と
正
反
対
だ
と
み
な
し
て
い
た?９）
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳
句
受
容
の
初
期
に
は
、
外
国
経
由
の
間
接
的
な
も
の
が
あ
る
な
ど
、
不
完
全
な
紹
介
や
誤
解
が
多
く
、
体
系
だ
っ
た
紹
介
と
い
う
よ
り
は
、
東
洋
趣
味
の
一
種
と
し
て
、
も
し
く
は
短
詩
型
の
新
し
い
詩
形
式
の
ひ
と
つ
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一－
二
フ
ラ
ン
ツ
?ブ
ラ
イ
、イ
ヴ
ァ
ン
?ゴ
ル
、ラ
イ
ナ
ー
?マ
リ
ア
?リ
ル
ケ
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
経
由
で
の
俳
句
受
容
が
見
ら
れ
る
。
ブ
ラ
イ
、
ゴ
ル
、
リ
ル
ケ
の
三
人
を
中
心
に
、
こ
の
時
代
の
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
俳
句
受
容
の
動
向
を
み
て
み
る
。
ゾ
ン
マ
ー
カ
ン
プ?10）
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
主
義
の
影
響
を
受
け
た
H
ai -K
ai -M
ode
は
二
十
世
紀
初
め
、
リ
ル
ケ
の
ほ
か
、
ブ
ラ
イ
、
ゴ
ル
ら
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
ゴ
ル
は
、
ハ
イ
ク
は
遊
び
を
有
し
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
三
行
詩
で
あ
る
と
し
た?11）
。
リ
ル
ケ
は
禅
に
近
づ
く
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ
カ
イ
に
出
会
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
は
ブ
ラ
イ
と
ゴ
ル
の
出
版
物
で
頂
点
に
達
し
た
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
三
人
は
ド
イ
ツ
語
圏
と
は
い
え
、
そ
の
周
縁
の
地
の
出
身
で
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
っ
た
点
で
共
通
点
を
持
つ
。
こ
う
し
た
「
周
縁
性
」
が
日
本
の
俳
句
を
新
し
い
刺
激
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
三
人
に
つ
い
て
は
、
ビ
ュ
ア
シ
ャ
ー
パ
ー?12）
も
同
様
に
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
形
成
の
中
心
だ
っ
た
と
見
て
い
る
。
彼
女
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
主
義
の
ド
イ
ツ
文
学
へ
の
影
響
で
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
八
年
の
間
の
時
期
に
、
日
本
の
「H
ai -K
ai
」
詩
に
つ
い
て
の
知
識
が
ド
イ
ツ
へ
届
い
た
と
い
う
。「
ハ
イ
カ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ
ク
を
推
進
し
て
い
た
ク
ー
シ
ュ
ー
、
ヴ
ォ
ー
カ
ン
ス
ら
は
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』（
一
九
二
〇
）
な
ど
に
依
拠
し
て
い
た
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
関
係
を
持
っ
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
ラ
イ
（
一
八
七
一
｜
一
九
四
二
）
だ
っ
た
。
ビ
ュ
ア
シ
ャ
ー
パ
ー
は
ブ
ラ
イ
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
、「
ハ
イ
ク
の
背
景
に
、
私
た
ち
は
絵
に
通
じ
た
人
と
、
内
容
的
結
び
つ
き
と
形
式
的
な
構
造
に
対
す
る
繊
細
な
感
覚
を
感
じ
る
。
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ク
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
ラ
イ
の
一
九
二
五
年
刊
行
の
論
文“H
aikai”
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
は
ハ
イ
ク
に
つ
い
て
『
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
空
間
を
も
つ
小
さ
な
絵
に
よ
っ
て
三
行
、
も
し
く
は
二
行
で
も
、
的
を
射
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
有
し
て
い
る
』（Sakanishi, 1978,
267
ドイツ・ハイクの生成と俳句再評価
S. 45
）
と
す
る
。
彼
の
理
論
的
な
発
言
で
は
自
作
に
よ
る
例
示
が
な
さ
れ
て
い
た?13）
」。
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ュ
ア
シ
ャ
ー
パ
ー
は
ブ
ラ
イ
の
ド
イ
ツ
語
圏
俳
句
受
容
の
先
駆
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
俳
句
受
容
を
め
ぐ
る
一
般
的
状
況
に
つ
い
て
、「
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、（
中
略
）
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ク
普
及
と
、
両
大
戦
間
の
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
若
者
た
ち
の
中
に
、
そ
れ
が
押
し
入
っ
て
き
て
、
作
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る?14）
」
と
し
て
い
る
。
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
も
一
九
一
九
年
に
パ
リ
へ
行
き
、
日
本
の
詩
に
つ
い
て
示
唆
を
受
け
て
い
る?15）
。
ゴ
ル
は
世
界
大
戦
中
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
、
そ
し
て
、
一
九
一
九
年
に
パ
リ
へ
行
き
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
や
ブ
ル
ト
ン
、
自
動
筆
記
で
知
ら
れ
る
パ
ウ
ル
・
エ
ル
ワ
ー
ル
（
一
八
九
五
｜
一
九
五
二
）
と
知
り
合
っ
た
。
エ
ル
ワ
ー
ル
は
ハ
イ
カ
イ
詩
人
の
一
人
で
、
彼
に
日
本
の
詩
を
示
唆
し
た
と
さ
れ
る
。
ゴ
ル
は
『
ノ
イ
エ
・
ル
ン
ト
シ
ャ
ウ
』
誌
（
一
九
二
一
）
に
「
日
本
の
詩
は
世
界
を
表
明
す
る
た
め
に
、
僅
か
三
行
の
詩
句
で
事
足
り
る
」
と
書
い
て
い
る?16）
。
た
だ
し
彼
は
こ
こ
で
は
俳
句
と
は
言
わ
ず
、
日
本
の
短
歌
の
こ
と
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
堀
口
大
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
紹
介
し
て
、
「
日
本
タ
ン
カ
の
簡
潔
性
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
ス
タ
ー
は
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
先
取
り
す
る
詩
は
今
日
で
は
さ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
は
な
い
。
し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
は
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
と
同
様
に
日
本
の
詩
の
力
を
借
り
て
、
自
分
た
ち
の
詩
を
改
良
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
翻
訳
、
翻
案
詩
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
創
作
プ
ロ
セ
ス
に
な
る?17）
」
と
し
て
、
ゴ
ル
が
日
本
の
「
タ
ン
カ
」
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
モ
ダ
ン
な
詩
の
運
動
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
ゴ
ル
は
「
ハ
イ
・
カ
イ
」（『
文
芸
世
界
』
四
十
六
号
、
一
九
二
六
）
で
“Zw
o?lf
 
H
ai -K
ai’s
 
der
 
L
iebe”
を
含
む
自
作
の
「
ハ
イ
ク
」
を
披
露
し
、「
ハ
イ
ク
」
を
「
詩
的E
pi-
gram
m
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
少
な
い
言
葉
で
可
能
な
か
ぎ
り
集
中
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
、
広
や
か
な
感
情
を
呼
び
起
こ
す
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
論
文
は
日
本
の
俳
誌
『
層
雲
』
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る?18）
。
「
ハ
イ
ク
」は
ラ
イ
ナ
ー
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ
（
一
八
七
五
｜
一
九
二
六
）
に
よ
っ
て
も
試
み
ら
れ
た
。
リ
ル
ケ
は
北
斎
に
よ
っ
て
日
本
に
関
心
を
持
ち
、
一
九
〇
五
年
か
ら
十
年
間
東
京
で
暮
ら
し
た
ネ
ル
ケ
夫
人
や
そ
の
家
政
婦
松
本
朝
子
か
ら
俳
句
に
つ
い
て
聞
い
て
い
た
。『
茶
の
本
』
を
薦
め
ら
れ
て
も
い
る
。
そ
の
後
、
彼
は
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』（
一
九
二
〇
年
九
月
号
）
と
ク
ー
シ
ュ
ー
の
『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と
詩
人
』（
一
九
一
六
）
を
手
に
入
れ
、
フ
ラ
ン
ス
経
由
で
俳
句
を
知
り
、
自
ら
も
ハ
イ
ク
風
の
詩
を
作
る
よ
う
に
な
る
。
ビ
ュ
ア
シ
ャ
ー
パ
ー
は
こ
れ
ら
の
「
ハ
イ
ク
」
に
つ
い
て
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
形
式
的
・
内
容
的
判
断
基
準
は
あ
ま
り
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る?19）
が
、
一
方
で
彼
女
は
、
リ
ル
ケ
だ
け
が
「
ハ
イ
ク
」
に
秘
め
ら
れ
た
禅
精
神
に
非
常
に
近
づ
い
て
い
っ
た
、
と
評
し
て
い
る?20）
。
リ
ル
ケ
が
禅
の
文
脈
で
ハ
イ
ク
を
捉
え
て
い
た
と
す
る
指
摘
は
興
味
深
い
。
リ
ル
ケ
の
ハ
イ
カ
イ
詩
（「
ハ
イ
ク
」）
は
一
九
二
〇
年
に
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
一
句
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
一
句
、
二
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
一
句
の
計
三
句
だ
が
、
さ
ら
に
二
五
年
の
遺
書
に
あ
る
「
墓
碑
銘
」
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
ハ
イ
ク
」
と
見
な
す
説
も
あ
る
。
そ
の
他
、
ク
ラ
ブ
ン
ト
は
「
ハ
イ
ク
」
を
書
く
と
い
う
意
図
の
も
と
す
で
に
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作
っ
て
い
た
自
作
の
詩
を
、「
日
本
人
の
抒
情
形
式
の
模
倣
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
日
本
で
俘
虜
と
な
っ
た
ハ
ン
ス
・
カ
ン
ツ
ィ
ウ
ス
（
一
八
八
七
｜
一
九
六
九
）
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
二
〇
年
に
東
京
、
神
戸
に
住
み
、
ハ
イ
ク
を
試
み
て
い
る
と
い
う
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
一－
三
第
二
次
世
界
大
戦
後
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
俳
句
受
容
と
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
展
開
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か?21）
。
ま
ず
、
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
が
『
愛
と
死
と
月
夜
』（
一
九
五
二
）
で
俳
句
の
独
訳
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
出
し
た
の
が
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
序
で
加
賀
の
千
代
女
の
句
を
引
き
、
電
報
の
よ
う
だ
、
こ
れ
が
詩
な
の
か
、
と
戸
惑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
俳
句
で
は
形
式
と
内
容
は
分
け
ら
れ
な
い
。
日
本
の
詩
の
特
性
は
象
徴
と
暗
示
で
あ
り
、
俳
句
が
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
だ
が
、
ド
イ
ツ
語
のD
ichtung
も
圧
縮
す
る
も
の
が
「
詩
」
で
あ
る
こ
と
を
語
源
的
に
と
ど
め
て
い
る
、
と
述
べ
、
「
花
を
種
子
に
遡
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
精
神
の
土
壌
に
種
子
と
し
て
移
植
す
る
」
こ
と
が
こ
の
訳
詩
集
の
目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
は
日
本
と
西
洋
の
詩
形
式
の
比
較
を
し
な
が
ら
日
本
の
詩
を
象
徴
、
暗
示
と
い
う
点
で
捉
え
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
形
式
は
違
っ
て
も
詩
表
現
の
根
源
に
お
い
て
は
通
じ
合
え
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
俳
句
選
集?22）
』
は
、
フ
ッ
ズ
ィ
の
博
士
論
文
「
ド
イ
ツ
近
代
抒
情
詩
と
東
ア
ジ
ア
」
か
ら
の
成
果
も
取
り
入
れ
て
、
日
独
両
サ
イ
ド
の
共
同
作
業
と
し
て
画
期
的
な
業
績
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
に
つ
い
て
歴
史
的
に
概
観
す
る
エ
ッ
セ
イ
と
二
百
五
十
句
の
選
出
さ
れ
た
ハ
イ
ク
。
そ
れ
ら
の
句
に
は
ド
イ
ツ
語
の
原
文
と
二
人
の
俳
人
に
よ
る
日
本
語
訳
を
併
記
し
て
い
る
。
二
、
三
種
類
の
訳
を
俳
句
と
し
て
翻
案
し
て
訳
す
る
こ
と
で
、
相
対
化
し
つ
つ
、
詩
心
の
共
有
を
図
り
、
い
わ
ば
言
葉
を
超
え
た
連
句
的
試
み
を
行
っ
た
。「
ド
イ
ツ
俳
句
は
、
日
本
俳
句
を
も
っ
ぱ
ら
模
範
と
す
る
と
い
う
状
況
か
ら
解
放
さ
れ
、
今
日
か
な
り
自
立
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
俳
句
が
ド
イ
ツ
語
の
な
か
で
将
来
に
わ
た
り
一
層
磨
か
れ
育
て
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」（
ゲ
ロ
ル
フ
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
序
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、
現
代
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
自
立
の
証
と
し
て
、
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
意
図
さ
れ
て
い
た
。
第
二
部
は
「
季
節
ご
と
に
」
と
題
し
て
季
節
ご
と
に
句
を
並
べ
て
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
多
く
の
ド
イ
ツ
語
ハ
イ
ク
は
四
季
の
観
念
が
希
薄
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
た
え
た
日
本
の
刺
激
」
に
は
、
俳
句
か
ら
影
響
を
受
け
た
例
と
し
て
、
ビ
ー
ア
バ
ウ
ム
、
リ
ル
ケ
、
ク
ラ
ブ
ン
ト
、
モ
ン
ベ
ル
ト
、
ホ
ル
ツ
、
ダ
ウ
テ
ン
ダ
イ
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
、
ベ
ト
ゲ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
フ
ッ
ズ
ィ
は
、
形
式
と
し
て
世
界
最
小
の
抒
情
詩
形
式
が
ド
イ
ツ
の
詩
人
た
ち
に
は
と
く
に
魅
惑
的
だ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
語
ハ
イ
ク
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
リ
ズ
ム
感
を
あ
た
え
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
の
詩
は
無
韻
だ
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
翻
訳
・
移
植
に
際
し
て
は
、二
行
の
格
言
的
短
詩E
pi-
gram
m
、一
行
の
短
唱
句Spruch
、叙
情
的
箴
言L
yrischer A
phorism
us
、
三
行
詩
の
リ
ト
ル
ネ
ルR
itornell
が
頼
り
う
る
足
場
と
な
る
だ
ろ
う
。
ブ
ル
ン
ス
や
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
俳
句
の
形
式
理
論
も
あ
る
が
、
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ドイツ・ハイクの生成と俳句再評価
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
俳
句
へ
の
関
心
が
高
い
の
は
、
そ
の
凝
縮
、
簡
潔
、
具
象
、
自
然
と
の
密
着
、
透
明
感
、
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
暗
示
な
ど
に
よ
る
、
と
し
て
い
る
。
選
句
さ
れ
た
中
に
は
、
ホ
ル
ツ
、
モ
ン
ベ
ル
ト
、
カ
ン
ツ
ィ
ウ
ス
が
あ
り
、
ハ
イ
カ
イ
の
人
々
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
、
ゴ
ル
、
リ
ル
ケ
も
選
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
〇
年
代
末
に
は
俳
句
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
出
現
し
て
い
る
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
ア
ル
ト
マ
ン
、
オ
コ
ペ
ン
コ
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ボ
ル
ン
な
ど
を
入
れ
て
い
る
。
日
本
に
来
た
こ
と
の
あ
る
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ヒ
の
「
ハ
イ
ク
」
も
入
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ど
の
詩
を
「
ハ
イ
ク
」
と
認
定
す
る
か
と
い
う
基
準
は
厳
密
で
は
な
い
し
、
必
ず
し
も
こ
こ
で
は
そ
れ
を
明
確
に
し
よ
う
と
も
し
て
い
な
い
。
最
近
で
は
、
特
に
俳
句
の
協
働
性
へ
の
関
心
が
ド
イ
ツ
で
も
高
ま
っ
て
い
る
。
文
学
活
動
を
朗
読
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
行
う
こ
と
を
好
む
ド
イ
ツ
で
は
、
閉
じ
ら
れ
た
文
学
空
間
か
ら
開
か
れ
た
空
間
へ
文
学
を
解
放
す
る
と
い
う
意
味
で
の
日
本
の
俳
句
が
新
鮮
で
あ
る
よ
う
で
、
実
際
に
そ
の
実
践
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
連
詩
の
試
み
で
は
、
大
岡
信
、
カ
リ
ン
・
キ
ヴ
ス
、
川
崎
洋
、
グ
ン
ト
ラ
ム
・
フ
ェ
ス
パ
ー
に
よ
る
『
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
連
詩?23）
』
が
あ
る
。
ま
た
、
大
岡
信
、
谷
川
俊
太
郎
、
Ｈ
・
Ｃ
・
ア
ル
ト
マ
ン
（
ウ
ィ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
）、
Ｏ
・
パ
ス
テ
ィ
オ
ー
ル
の
『
フ
ァ
ザ
ー
ネ
ン
通
り
の
縄
ば
し
ご
ベ
ル
リ
ン
連
詩?24）
』
は
、
西
ベ
ル
リ
ン
市
ベ
ル
リ
ン
文
学
館
に
お
け
る
一
九
八
九
年
十
一
月
九
日
の
連
詩
創
作
の
記
録
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
ハ
イ
ク
」
を
生
活
詩
、
自
然
詩
と
位
置
づ
け
る
試
み
も
出
て
き
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
十
九
世
紀
末
か
ら
俳
句
は
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ
カ
イ
・
ブ
ー
ム
の
影
響
で
ブ
ラ
イ
、
ゴ
ル
、
リ
ル
ケ
ら
が
「
ハ
イ
ク
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
近
代
詩
改
革
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
戦
後
は
五
〇
年
代
に
本
格
的
俳
句
受
容
が
あ
り
、
や
が
て
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
が
自
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
ド
イ
ツ
と
の
関
わ
り
で
見
た
日
本
に
お
け
る
俳
句
「
象
徴
」「
情
調
」
を
中
心
に
前
章
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
そ
の
「
ハ
イ
ク
」
と
し
て
の
自
立
を
概
略
し
て
き
た
が
、
一
方
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
俳
句
受
容
と
関
連
し
て
、
日
本
で
の
俳
句
評
価
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
連
動
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳
句
受
容
の
情
報
が
日
本
に
も
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
萩
原
朔
太
郎
は
「
象
徴
の
本
質
」
で
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
俳
句
評
価
を
取
り
上
げ
、
ゴ
ル
の
言
葉
を
俳
句
の
前
衛
性
の
根
拠
と
し
、
表
現
主
義
の
詩
が
対
象
の
本
質
を
直
感
的
に
把
握
し
、
提
示
す
る
東
洋
の
象
徴
主
義
に
近
づ
い
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る?25）
。
一
方
、
寺
田
寅
彦
は
、
西
洋
人
に
は
俳
句
は
理
解
で
き
な
い
と
し
て
、
俳
句
は
日
本
独
自
の
も
の
だ
と
主
張
し
、
岡
崎
義
恵
は
俳
句
を
「
情
調
象
徴
」
と
し
て
美
学
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
主
張
か
ら
は
俳
句
を
国
際
的
な
抒
情
詩
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
再
考
す
る
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こ
と
で
、
そ
れ
を
「
日
本
的
な
る
も
の
」
の
発
現
の
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
俳
句
界
で
も
、
た
と
え
ば
『
層
雲
』
が
ド
イ
ツ
系
の
新
ロ
マ
ン
主
義
を
介
し
て
象
徴
主
義
を
受
容
し
、
さ
ら
に
表
現
主
義
的
傾
向
も
俳
句
の
中
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。
こ
こ
で
は
い
わ
ば
、
西
洋
的
前
衛
が
日
本
的
伝
統
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
詩
に
お
け
る
短
詩
型
ジ
ャ
ン
ル
の
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
ド
イ
ツ
の
俳
句
受
容
と
関
連
さ
せ
て
、
日
本
に
お
け
る
俳
句
再
評
価
と
近
代
詩
の
成
立
・
発
展
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
二－
一
近
代
詩
と
し
て
の
俳
句
俳
誌
『
層
雲
』
と
ド
イ
ツ
系
象
徴
主
義
・
新
ロ
マ
ン
主
義
の
受
容
俳
誌
『
層
雲?26）
』（
一
九
一
一
｜
四
四
、
四
六
｜
）
の
明
治
・
大
正
期
で
は
、
主
宰
者
荻
原
井
泉
水
の
ほ
か
、
雪
山
暁
村
（
俊
夫
、
ド
イ
ツ
中
世
文
学
専
攻
）、
三
橋
麻
太
郎
、
小
牧
健
夫
（
海
潮
音
）、
青
山
郊
汀
（
延
敏
、
ド
イ
ツ
・
中
欧
抒
情
詩
専
攻
）
ら
が
ド
イ
ツ
情
報
、
特
に
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
学
動
向
を
紹
介
し
た
。
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
や
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ー
ル
な
ど
の
新
ロ
マ
ン
主
義
や
象
徴
主
義
的
傾
向
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
俳
句
を
象
徴
主
義
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
『
層
雲
』
に
は
最
初
の
一
年
だ
け
大
須
賀
乙
字
が
い
た
が
、
彼
は
二
句
一
章
論
を
展
開
、
碧
梧
桐
に
影
響
を
与
え
た
。
一
九
〇
八
年
の
「
俳
句
界
の
新
傾
向
」
で
彼
は
、
井
泉
水
か
ら
ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
パ
ウ
ル
の
『
言
語
学
概
論
』
に
お
け
る
「
言
語
は
暗
示
に
す
ぎ
ず
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
俳
句
は
「
暗
示Suggestion
」
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
彼
は
漢
詩
の
素
養
が
あ
り
、
古
俳
句
の
造
詣
も
深
か
っ
た
。
伝
統
の
方
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
発
想
が
あ
る
な
か
で
、
彼
の
主
張
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
関
連
し
て
、
一
九
〇
六
年
、
島
村
抱
月
が
「
俳
句
的
標
象
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
十
月
一
日
）
で
、
客
観
を
合
図
と
し
て
主
観
の
深
さ
を
示
唆
す
る
こ
と
を
俳
句
的
と
し
た
。
こ
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
象
徴
主
義
か
ら
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
層
雲
』
の
中
で
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
事
情
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
第
十
五
巻
第
五
号
（
一
九
二
四
）
の
青
山
郊
汀
「
俳
句
の
欧
語
訳
に
就
い
て
」
と
第
十
六
巻
第
十
号
（
一
九
二
六
）
の
同
じ
く
青
山
の
「H
ai -K
ai
（
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
）」
が
あ
る
。
前
者
は
俳
句
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
文
章
で
、
言
葉
よ
り
も
リ
ズ
ム
、
内
容
よ
り
詩
、
概
念
よ
り
生
命
を
重
視
す
べ
き
と
す
る
。
ま
た
、
最
近
の
流
行
の
一
連
詩
や
一
句
詩
、
表
現
派
や
ダ
ダ
の
詩
風
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
し
、
俳
句
の
世
界
文
学
と
し
て
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
後
者
は
、
前
述
し
た
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
の
論
文
の
訳
と
そ
の
解
説
で
あ
る
。
「
俳
句
は
日
本
の
も
の
の
み
で
は
な
く
、
世
界
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
実
」
を
認
め
て
い
こ
う
と
す
る
。
ま
た
、「
日
本
趣
味
に
捉
れ
な
い
で
、
世
界
的
で
あ
り
た
い
」
と
し
て
、
俳
句
を
日
本
と
い
う
民
族
性
か
ら
解
放
し
た
地
点
か
ら
表
現
す
べ
き
こ
と
を
、
こ
の
ゴ
ル
の
論
を
引
き
合
い
に
出
し
て
主
張
し
て
い
る
。
後
述
す
る
朔
太
郎
の
俳
句＝
日
本
性
と
い
う
民
族
主
義
的
方
向
で
の
ゴ
ル
解
釈
と
は
一
線
を
画
し
た
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
俳
句
理
解
と
い
え
る
。
『
層
雲
』
の
内
容
分
類
を
追
っ
て
い
く
と
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
や
断
片
が
目
に
付
く
。
ド
イ
ツ
系
の
作
家
た
ち
の
格
言
的
、
箴
言
的
断
片
集
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に
お
け
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
形
式
（
ゲ
ー
テ
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
ヘ
ッ
ベ
ル
、
ニ
ー
チ
ェ
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ハ
イ
ネ
、
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ク
ラ
ウ
ス
）
が
俳
誌
の
中
で
好
ま
れ
た
と
い
う
の
も
、
短
い
形
式
と
い
う
点
で
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
俳
句
を
受
け
皿
に
し
て
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、『
層
雲
』
の
構
成
は
「
感
想
、
論
（
評
論
）」「
俳
論
、
俳
談
」
「
小
説
、
紀
実
（
戯
曲
、
小
説
）」「
長
詩
、
短
歌
（
詩
歌
、
俳
句
）」「
俳
句
」「
紀
行
、
日
記
」「
漫
談
、
消
息
」「
雑
録
、
選
評
」
と
い
う
も
の
が
基
本
で
あ
る
。
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
「
長
詩
、
短
歌
（
詩
歌
、
俳
句
）」
の
項
目
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
彼
ら
の
主
張
す
る
自
由
律
俳
句
と
類
縁
な
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
西
洋
の
近
代
詩
の
翻
訳
も
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
、
俳
句
を
短
詩
型
の
近
代
詩
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
二－
二
日
本
的
な
る
も
の＝
俳
句
萩
原
朔
太
郎
、
寺
田
寅
彦
、
岡
崎
義
恵
昭
和
期
に
な
る
と
、
萩
原
朔
太
郎
は
「
象
徴
の
本
質
」（『
詩
論
と
感
想
』、
素
人
社
、
一
九
二
六
）
で
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
を
引
用
し
、
日
本
文
芸
の
「
象
徴
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
で
あ
る
表
現
主
義
と
近
似
性
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
詩
の
原
理
』（
第
一
書
房
、
一
九
二
八
）
の
第
五
章
「
象
徴
」
で
は
、
日
本
に
は
早
く
か
ら
象
徴
が
発
達
し
て
い
た
。
西
洋
は
近
代
に
至
っ
て
初
め
て
象
徴
度
の
弱
い
浮
世
絵
を
通
し
て
は
じ
め
て
象
徴
に
目
ざ
め
た
。
本
物
の
象
徴
は
日
本
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
象
徴
主
義
は
偽
物
で
ま
だ
ま
だ
説
明
的
だ
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
寺
田
寅
彦
は
「
俳
句
の
原
理
」（
一
九
三
五
）
で
俳
句
に
お
け
る
日
本
独
特
の
自
然
観
、
季
題
の
重
要
性
、
民
族
的
記
憶
、
形
式
の
必
然
性
を
主
張
し
た
。「
連
句
の
独
自
性
」（
一
九
三
一
）
で
は
、
さ
ら
に
西
洋
人
は
俳
諧
を
理
解
し
え
な
い
、
特
に
ド
イ
ツ
人
は
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
、「
映
画
と
連
句
」（
一
九
三
二
）
で
は
映
画
が
連
句
と
同
じ
発
想
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る
俳
句
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
も
い
る?27）
。
文
芸
学
者
の
岡
崎
義
恵
は
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
」（
一
九
一
六
、
卒
論?28））
で
「
象
徴
」
の
訳
語
の
由
来
を
説
明
し
、「
情
調
（
気
分
）
象
徴
」
を
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
感
情
移
入
説
（『
悲
劇
美
の
美
学
』、
鷗
外
訳
「
審
美
新
説
」）
や
厨
川
白
村
の
『
近
代
文
学
十
講
』
を
参
照
し
て
、
論
じ
て
い
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
象
徴
思
想
の
移
入
と
伝
統
的
象
徴
精
神
の
覚
醒?29）
」
で
は
、
大
正
末
に
短
歌
・
俳
句
に
象
徴
主
義
が
浸
透
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
日
本
的
伝
統
を
生
か
す
一
つ
の
原
理
と
し
て
の
面
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
と
し
、
や
が
て
彼
は
日
本
固
有
の
象
徴
主
義
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
近
代
抒
情
詩
に
お
け
る
象
徴
主
義
的
傾
向
を
、『
新
古
今
』
か
ら
の
白
秋
、『
万
葉
』
か
ら
の
茂
吉
、
幻
想
的
・
音
楽
的
情
調
を
信
奉
す
る
朔
太
郎
、
水
穂
、
無
季
・
自
由
律
の
井
泉
水
、
イ
マ
ジ
ニ
ズ
ム
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
あ
る
誓
子
、
と
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、「
俳
句
の
本
質
と
近
代
の
抒
情?30）
」
で
は
、
複
雑
な
現
代
に
対
し
て
、
簡
潔
、
ス
ピ
ー
ド
、
映
画
的
、
絵
画
的
な
形
式
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
俳
句
が
適
し
て
い
る
と
し
て
、
俳
句
の
近
代
的
ス
ピ
ー
ド
文
明
の
文
芸
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形
式
と
し
て
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
詩
人
や
ド
イ
ツ
系
理
論
を
受
容
し
た
文
学
者
・
文
芸
学
者
に
よ
る
俳
句
再
評
価
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
そ
の
「
ハ
イ
ク
」
と
し
て
の
展
開
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。『
層
雲
』
で
は
俳
句
を
西
洋
の
新
ロ
マ
ン
主
義
や
象
徴
主
義
、
あ
る
い
は
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
移
入
に
よ
っ
て
改
革
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
し
、「
ハ
イ
カ
イ
」
の
紹
介
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
岡
崎
は
象
徴
精
神
に
お
い
て
俳
句
を
と
ら
え
、
西
洋
の
美
学
理
論
か
ら
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
朔
太
郎
は
俳
句
の
前
衛
性
を
、
ゴ
ル
を
引
き
合
い
に
出
し
て
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
俳
句
の
「
モ
デ
ル
ネ
」
と
の
関
連
付
け
が
日
本
に
お
け
る
俳
句
再
評
価
に
投
影
さ
れ
、
日
本
的
な
る
も
の
の
意
識
化
を
ひ
き
起
こ
し
、
そ
の
核
と
し
て
の
侘
び
・
さ
び
・
幽
玄
の
強
調
、
あ
る
い
は
日
本
文
化
の
禅
的
理
解
、
象
徴
主
義
的
理
解
を
促
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
東
北
帝
国
大
学
に
は
芭
蕉
研
究
会
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
文
学
教
授
だ
っ
た
小
宮
豊
隆
が
『
芭
蕉
研
究
』（
一
九
三
三
）
を
著
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
東
北
帝
国
大
学
に
一
時
期
い
た
木
下
杢
太
郎
は
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
系
新
ロ
マ
ン
主
義
を
受
容
し
た
が
、「
俳
諧
と
自
然
」（『
俳
句
研
究
』、
一
九
三
五
年
三
月
号
）
で
芭
蕉
を
自
然
詩
人
だ
が
、
人
間
も
閑
却
し
な
い
と
し
て
、
そ
の
描
写
は
し
ば
し
ば
高
級
の
象
徴
主
義
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
岡
崎
義
恵
も
東
北
帝
国
大
学
に
い
た
の
で
、
彼
ら
の
俳
句
理
解
に
関
連
性
が
あ
る
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。
三
「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
化
と
近
代
詩
の
変
革
国
際
化
が
進
む
な
か
、
日
本
の
俳
人
が
世
界
的
ハ
イ
ク
普
及
に
触
発
さ
れ
て
、
俳
句＝
ハ
イ
ク
の
世
界
性
・
国
際
性
を
強
調
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
性
の
主
張
と
試
み
を
概
観
し
、
俳
句
と
日
本
に
お
け
る
近
代
詩
の
変
革
と
の
関
連
を
中
心
に
、「
ハ
イ
ク
」
の
可
能
性
を
考
え
て
み
る
。
三－
一
「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
化
高
浜
虚
子
は
一
九
三
四
年
渡
欧
し
た
。『
渡
佛
日
記
』（
一
九
三
六
）
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
詩
人
ヴ
ォ
ー
カ
ン
ス
に
会
う
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
も
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
。
帰
国
後
、
一
九
三
八
年
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
後
進
と
し
て
俳
誌
『
俳
諧
』
を
創
刊
し
、
そ
こ
に
「
外
国
に
於
け
る
俳
句
及
び
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
の
項
を
設
け
る
。
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
山
口
青せい
邨そん
が
「
伯
林
便
り
」
も
連
載
し
た
。
虚
子
の
句
の
仏
、
英
、
独
語
に
よ
る
解
釈
と
翻
訳
が
出
さ
れ
、
独
訳
は
手
塚
富
雄
（
杜
美
王
）
と
ツ
ァ
ハ
ル
ト
が
担
当
し
た
。
ち
な
み
に
、
山
口
青
邨
の
「
ベ
ル
リ
ン
日
記
」
は
最
近
ド
イ
ツ
語
に
訳
さ
れ
た
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
の
工
科
大
学
に
客
員
聴
講
生
と
し
て
留
学
、
ナ
チ
ス
の
ド
イ
ツ
を
体
験
し
て
い
る
。
虚
子
は
一
九
三
六
年
の
ド
イ
ツ
で
の
講
演
の
こ
と
を
、
こ
う
述
べ
て
い
る
、
「
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
日
本
語
学
科
の
教
師
や
生
徒
が
、
俳
句
の
話
を
聞
き
た
く
て
要
求
を
持
ち
出
し
ま
し
て
、
日
独
協
会
の
会
長
で
あ
っ
た
ベ
ン
ケ
と
い
う
人
を
初
め
と
し
て
多
く
の
人
々
の
集
ま
っ
た
中
で
俳
句
の
話
を
し
ま
し
た?31）
」。
さ
ら
に
彼
は
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
「
ハ
イ
ク
」
に
つ
い
て
も
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考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
外
国
人
に
俳
句
を
教
え
る
際
に
一
番
難
し
い
の
は
「
季
題
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
西
洋
で
は
も
っ
ぱ
ら
音
節
の
数
の
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
る
が
、
季
題
の
こ
と
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
四
季
の
移
り
変
わ
り
や
自
然
の
変
化
が
世
界
的
に
見
て
も
日
本
ほ
ど
恵
ま
れ
た
所
は
な
く
、
日
本
で
は
国
民
の
間
で
四
季
や
風
景
に
対
す
る
関
心
が
極
め
て
高
い
た
め
で
あ
る
。「
そ
れ
が
つ
ま
り
風
景
美
で
あ
り
、
四
季
の
変
化
を
う
た
ふ
の
を
専
ら
に
し
て
ゐ
る
俳
句
と
い
ふ
も
の
を
生
ん
だ
原
因
」（「
日
本
独
特
の
俳
句?32）」）
だ
か
ら
だ
、
と
す
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
ハ
イ
ク
」
に
触
れ
る
こ
と
で
日
本
の
独
自
性
を
考
察
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
あ
ら
た
め
て
日
本
の
「
自
然
」
の
独
特
さ
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
渡
欧
前
に
は
虚
子
は
、
西
洋
人
が
俳
句
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
否
定
し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
日
本
人
で
誰
が
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
る
の
か
と
問
う
。
ま
た
、
過
去
、
西
洋
人
に
よ
っ
て
日
本
の
美
術
工
芸
の
価
値
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
西
洋
人
で
も
日
本
を
よ
く
理
解
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
俳
句
は
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
て
い
た
（「
西
洋
人
に
俳
句
の
趣
味
は
判
ら
ぬ
か
」〔
一
九
三
〇
年
九
月?33）〕）。
し
た
が
っ
て
、
渡
欧
に
よ
っ
て
虚
子
は
こ
う
し
た
俳
句
の
国
際
性
に
対
し
て
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
虚
子
の
ド
イ
ツ
旅
行
に
際
し
て
は
「
素
人
」
こ
と
、
独
文
学
者
の
藤
代
禎
輔
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
日
本
学
の
学
生
「
ビ
ュ
ル
ガ
姉
妹
」
と
も
め
ぐ
り
合
う
。
ま
た
そ
こ
で
、
日
本
に
来
て
「
パ
ン
の
会
」
に
関
わ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
は
大
分
と
習
志
野
の
俘
虜
収
容
所
に
い
た
フ
リ
ッ
ツ
?ル
ン
プ
に
も
会
っ
て
い
る?34）
。
虚
子
は
こ
の
よ
う
に
、
俳
句
の
国
際
的
普
及
を
図
る
が
、
た
だ
季
題
・
季
語
の
希
薄
化
は
批
判
し
た
。
や
は
り
、
日
本
的
な
る
も
の
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
戦
時
中
で
は
、
詩
に
よ
る
「
交
感
」
が
日
独
同
盟
と
い
う
政
治
的
背
景
の
も
と
に
起
こ
る
。
青
山
延
敏
（
郊
汀
）
編
著
『
日
獨
詩
盟
』（
南
山
堂
、
一
九
四
三
）
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
林
銑
十
郎
に
よ
る
序
が
つ
き
、
青
山
に
よ
る
「H
ai
 
K
ai
」、
川
路
柳
虹
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
るH
A
IK
A
I
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
青
山
は
、
ハ
イ
カ
イ
か
ら
日
本
文
化
や
民
族
性
、
伝
統
へ
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
古
人
の
俳
境
を
継
ぐ
こ
と
を
主
張
、
日
独
の
詩
に
よ
る
交
感
を
こ
こ
で
演
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
・「
ハ
イ
カ
イ
」
成
立
に
貢
献
し
た
者
と
し
て
ザ
イ
デ
ル
夫
人
、
ゴ
ル
、
ゲ
オ
ル
ゲ
を
挙
げ
て
い
る
。
青
山
は
詩
人
ゲ
オ
ル
ゲ
か
ら
直
接
、
教
え
を
受
け
た
と
述
べ
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
久
留
米
の
ド
イ
ツ
人
俘
虜
収
容
所
に
通
訳
と
し
て
勤
務
し
、
ド
イ
ツ
人
（
カ
ン
ツ
ィ
ウ
ス
か
？
）
と
「
ハ
イ
ク
」
を
試
み
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
は
ド
イ
ツ
と
日
本
の
ハ
イ
ク
交
流
と
そ
こ
に
通
底
す
る
情
調
的
結
び
つ
き
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
次
に
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
文
学
者
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
俳
句
受
容
へ
の
評
価
を
み
て
み
よ
う
。『
俳
諧
』
の
ド
イ
ツ
語
訳
者
・
手
塚
富
雄
は
「
日
独
修
好
百
年
と
文
学
」
で
、「
若
い
ゴ
ス
マ
ン
氏
は
、
ド
イ
ツ
文
学
に
俳
句
の
ジ
ャ
ン
ル
を
立
て
よ
う
と
唱
導
し
、
実
行
し
て
い
る
。
翻
訳
す
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
語
で
俳
句
的
発
想
の
短
詩
を
つ
く
る
の
で
あ
る?35）
」
と
述
べ
て
、「
ジ
ャ
ン
ル
」
と
し
て
の
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
質
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
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ま
た
、
同
じ
手
塚
富
雄
は
「
二
つ
の
詩
世
界
」（
一
九
五
八
、
初
出
未
詳
）
で
は
「
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
が
日
本
の
伝
統
短
詩
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
た
『
愛
と
死
と
月
夜
』（L
iebe,
T
od
 
und
 
V
ollm
ondnachte,
u?bertragen
 
von M
anfred H
ausm
ann.S.F
ischer V
erlag
1952
）（
…
…
）
私
た
ち
が
そ
れ
を
読
む
と
、
も
の
た
り
な
い
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
。
原
作
に
く
ら
べ
る
と
、
い
っ
た
い
に
ひ
か
ら
び
て
い
て
趣
き
が
な
い?36）
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
語
訳
は
エ
ピ
グ
ラ
ム
的
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
な
人
間
感
情
に
関
す
る
エ
ピ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
原
句
の
も
つ
特
殊
な
情
趣
は
す
べ
て
捨
象
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
普
遍
的
な
人
生
観
で
あ
る
、
と
し
て
い
る?37）
。
こ
の
よ
う
に
手
塚
は
「
ハ
イ
ク
」
に
対
し
て
、
や
は
り
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
お
り
、
逆
に
西
洋
的
発
想
と
の
違
い
の
大
き
さ
を
自
覚
し
、
そ
こ
か
ら
日
本
的
な
る
も
の
の
再
評
価
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
文
学
に
造
詣
が
深
い
が
故
に
彼
我
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
が
人
一
倍
見
え
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
近
代
詩
に
触
れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
逆
に
、
日
本
の
詩
・
句
の
独
自
性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
日
本
の
ド
イ
ツ
文
学
者
た
ち
の
姿
が
見
え
る
。
ま
た
、
同
じ
く
独
文
学
者
の
高
安
国
世
は
『
リ
ル
ケ
と
日
本
人?38）
』
の
中
の
「
リ
ル
ケ
と
日
本
人
補
遺
｜
リ
ル
ケ
と
俳
句
」
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
独
文
学
者
へ
ル
マ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー?39）
が
『
繊
細
な
経
験
』
の
「
可
視
的
な
も
の
の
変
身
」
と
い
う
章
で
、
リ
ル
ケ
自
ら
が
俳
諧
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
と
、
リ
ル
ケ
最
晩
年
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
と
の
関
連
に
触
れ
て
い
る
こ
と
を
、
紹
介
し
て
い
る
。
高
安
に
よ
る
と
、
リ
ル
ケ
が
も
っ
と
も
俳
句
に
関
心
を
示
し
た
の
は
一
九
二
〇
年
の
Ｎ
・
Ｒ
・
Ｆ
（『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』）
九
月
号
で
あ
る
。
ク
ー
シ
ュ
ー
ら
十
人
の
詩
人
が
俳
諧
と
称
す
る
詩
を
発
表
し
、
巻
頭
に
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
が
日
本
の
俳
句
紹
介
文
を
掲
載
し
て
い
た
。
リ
ル
ケ
は
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
H
ai
?Kai
と
銘
打
つ
フ
ラ
ン
ス
語
の
三
行
詩
を
書
い
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
安
は
こ
れ
ら
の
句
に
日
本
の
俳
句
的
要
素
を
感
じ
な
い
し
、
手
塚
と
同
様
、
一
般
に
欧
米
の
ハ
イ
ク
に
は
日
本
の
俳
句
と
は
異
質
な
も
の
を
感
じ
、「
理
解
し
合
う
と
言
っ
て
も
、
結
局
は
自
分
の
体
質
に
か
な
っ
た
も
の
だ
け
を
摂
取
し
、
異
質
な
も
の
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か?40）
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
リ
ル
ケ
に
は
と
に
か
く
俳
諧
の
特
徴
を
、
彼
の
念
願
す
る
芸
術
の
究
極
的
な
価
値
や
使
命
に
合
致
す
る
も
の
と
解
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
し
て
、
マ
イ
ヤ
ー
が
最
晩
年
の
リ
ル
ケ
の
フ
ラ
ン
ス
語
詩
の
特
質
を
、
一
見
形
式
で
は
貧
弱
に
み
え
て
も
、
単
純
な
ひ
か
え
め
な
形
の
中
に
充
実
が
ひ
ろ
が
り
、
超
地
上
的
な
輝
き
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
目
に
見
え
る
世
界
が
こ
こ
で
は
、
あ
と
か
た
も
な
く
精
神
的
な
も
の
へ
と
溶
か
さ
れ
、「
内
面
的
に
変
身
」
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
目
に
み
え
な
い
も
のunsichtbar
」
と
な
っ
て
い
る
と
解
釈
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
リ
ル
ケ
自
身
も
最
晩
年
に
、「
目
に
見
え
る
も
の
が
ひ
と
つ
の
確
か
な
手
に
取
ら
れ
、
熟
し
た
果
実
の
よ
う
に
摘
み
と
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
す
こ
し
の
重
み
も
持
た
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
そ
っ
と
下
に
置
か
れ
る
や
否
や
、
目
に
見
え
な
い
も
の
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
強
い
ら
れ
る
」
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
高
安
は
こ
の
よ
う
に
、
リ
ル
ケ
の
晩
年
の
詩
に
俳
句
的
要
素
を
見
て
取
り
、
そ
こ
に
単
な
る
形
式
模
倣
で
は
な
い
、
深
い
照
応
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
俳
人
た
ち
は
俳
句
の
国
際
化
を
唱
え
な
が
ら
も
、
一
方
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ドイツ・ハイクの生成と俳句再評価
で
俳
句
の
日
本
的
な
る
特
質
に
ま
す
ま
す
こ
だ
わ
っ
た
し
、
独
文
学
者
た
ち
は
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
の
実
践
に
つ
い
て
形
式
的
な
面
で
厳
し
い
評
価
を
示
し
が
ち
だ
が
、
リ
ル
ケ
研
究
の
進
展
な
ど
を
通
し
て
、
徐
々
に
「
ハ
イ
ク
」
の
近
代
詩
革
新
の
役
割
に
注
目
し
始
め
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三－
二
ハ
イ
ク
の
日
本
回
帰
と
詩
の
変
革
リ
ル
ケ
の
?墓
碑
銘
」翻
訳
比
較
を
例
に
R
ose,oh reiner W
iderspruch,L
ust
 
N
iem
andes Schlaf zu sein unter soviel
 
L
idern.
こ
の
リ
ル
ケ
の
「
墓
碑
銘
」
は
ハ
イ
ク
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
一
九
二
五
年
の
遺
書
に
入
れ
ら
れ
た
こ
の
詩
は
、
作
ら
れ
た
の
が
リ
ル
ケ
が
「
ハ
イ
ク
」
を
試
み
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
し
、
内
容
的
に
も
対
象
に
拘
泥
し
、
内
と
外
、
生
と
死
の
合
一
を
表
現
し
て
い
て
、
日
本
の
俳
句
を
彷
彿
さ
せ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
の
リ
ル
ケ
の
「
墓
碑
銘
」
の
日
本
で
の
翻
訳
の
変
遷
を
例
に
と
り
、
そ
れ
を
リ
ル
ケ
受
容
と
の
関
わ
り
で
跡
付
け
、
ハ
イ
ク
が
日
本
の
近
代
詩
・
現
代
詩
の
変
革
に
も
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
た
い
。
戦
前
に
は
リ
ル
ケ
受
容
は
意
外
と
多
く
な
い
。
茅
野
蕭
蕭
の
『
リ
ル
ケ
詩
抄
』（
一
九
二
七
）
に
は
「
墓
碑
銘
」
は
入
っ
て
い
な
い
。
堀
辰
雄
の
「
リ
ル
ケ
年
表
」（
一
九
三
五
）
に
こ
の
詩
の
訳
が
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
を
二
行
で
訳
し
て
い
る
（「
薔
よ
、
お
お
、
純
粋
な
矛
盾
、
幾
重
も
の
瞼
の
下
に
、
╱
誰
れ
の
で
も
な
い
眠
り
を
味
つ
て
ゐ
る
悦
び
。」「
リ
ル
ケ
雑
記
」『
堀
辰
雄
全
集
』
第
三
巻
、
摩
書
房
、
一
九
七
七
。
初
出
「
リ
ル
ケ
年
譜
」『
四
季
』、
一
九
三
五
）。
た
だ
、
堀
は
リ
ル
ケ
を
西
洋
近
代
の
詩
人
と
し
て
理
想
化
す
る
ば
か
り
で
、
一
方
通
行
の
受
容
だ
っ
た
。
ま
た
、
片
山
敏
彦
の
『
リ
ル
ケ
詩
集
』
で
も
二
行
で
翻
訳
し
て
い
る
（『
リ
ル
ケ
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
四
二
）（「
薔
の
花
よ
、
お
お
、
純
粋
な
矛
盾
よ
╱
た
く
さ
ん
の
瞼
の
下
で
、
誰
の
眠
り
で
も
な
い
こ
と
の
逸
楽
よ
。」）。
片
山
も
こ
れ
を
「
ハ
イ
ク
」
と
は
み
て
い
な
か
っ
た
が
、
リ
ル
ケ
自
身
の
東
洋
的
・
仏
教
的
背
景
は
指
摘
し
て
い
た
。
堀
と
片
山
が
二
行
詩
で
訳
し
た
の
は
、
一
時
期
こ
の
詩
を
ド
イ
ツ
語
で
二
行
で
出
版
し
た
詩
集
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
リ
ル
ケ
自
身
は
実
際
は
三
行
で
書
い
て
い
た
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ
カ
イ
が
三
行
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。
戦
後
に
な
る
と
特
に
六
〇
年
代
に
リ
ル
ケ
と
「
ハ
イ
ク
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
み
（
富
士
川
、
高
安
、
マ
イ
ヤ
ー
）、
訳
も
簡
潔
に
な
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
大
山
定
一
は
四
行
で
訳
し
て
い
た
（『
リ
ル
ケ
の
薔
』、
創
元
社
、
一
九
五
二
）（「
お
お
薔
純
粋
な
か
な
し
い
矛
盾
の
は
な
よ
╱
は
な
び
ら
と
は
な
び
ら
は
幾
重
に
も
か
さ
な
つ
て
眼
蓋
の
や
う
に
╱
も
は
や
誰
の
ね
む
り
で
も
な
い
寂
し
い
ゆ
め
を
╱
ひ
し
と
つ
つ
ん
で
ゐ
る
う
つ
く
し
さ
」）。
星
野
慎
一
は
最
初
の
訳
（『
リ
ル
ケ
詩
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
。『
晩
年
の
リ
ル
ケ
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
一
）（「
薔そうび
よ
、
お
お
き
よ
ら
か
な
矛
盾
よ
、
╱
誰た
が
夢
に
も
あ
ら
ぬ
眠
り
を
あ
ま
た
な
る
瞼
の
蔭
に
や
ど
す
╱
歓よろ
喜こび
よ
。」）
で
は
、
リ
ル
ケ
は
西
洋
の
詩
人
で
理
解
が
む
つ
か
し
い
と
述
べ
て
い
た
の
に
、
や
276
が
て
こ
れ
は
「
ハ
イ
ク
」
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
も
リ
ル
ケ
と
日
本
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
神
品
芳
夫
は
「
ド
イ
ツ
と
俳
句
と
リ
ル
ケ
」
で
「
リ
ル
ケ
は
日
本
の
近
代
詩
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
人
だ
が
、
リ
ル
ケ
と
日
本
と
の
関
係
が
す
く
な
く
と
も
完
全
に
一
方
通
行
で
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
の
は
、
や
は
り
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
」（『
詩
と
自
然
ド
イ
ツ
詩
史
考
』
小
沢
書
店
、
一
九
八
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
他
の
訳
で
は
、
句
読
点
の
使
い
方
も
個
々
の
訳
者
で
違
う
し
、
漢
詩
調
の
も
の
も
あ
る
。
N
iem
and
の
訳
し
方
（「
誰
の
﹇
眠
り
﹈
で
も
な
い
」「
誰
で
も
な
い
も
の
の
﹇
眠
り
﹈」）
に
も
違
い
が
あ
る
。
富
士
川
英
郎
訳
で
は
（『
リ
ル
ケ
選
集
』
第
二
巻
詩
集
二
、
新
潮
社
、
一
九
五
四
。
手
塚
富
雄
編
『
リ
ル
ケ
』
摩
書
房
、
一
九
五
九
。
『
リ
ル
ケ
詩
集
』
新
潮
文
庫
、
一
九
六
三
。『
世
界
の
詩
29
リ
ル
ケ
詩
集
』
弥
生
書
房
、
一
九
六
五
。
富
士
川
英
郎
『
芸
術
と
人
生
』、
白
水
社
、
一
九
九
七
）（「
薔
お
お
純
粋
な
矛
盾
よ
ろ
こ
び
よ
╱
こ
の
よ
う
に
お
び
た
だ
し
い
瞼
の
奥
で
な
に
び
と
の
眠
り
で
も
な
い
╱
と
い
ふ
」）、
三
行
目
を
「
と
い
ふ
」
と
し
て
余
情
を
残
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
試
み
も
こ
の
詩
を
俳
句
的
に
訳
そ
う
と
す
る
意
図
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
俳
句
選
集
』
な
ど
の
よ
う
に
、
俳
句
に
翻
案
し
て
訳
す
と
い
う
試
み
も
見
ら
れ
る
（「
生
と
死
の
矛
盾
嬉
し
や
薔
の
花
」
内
田
園
生
〔『
世
界
に
広
が
る
俳
句
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
五
〕）。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ル
ケ
の
翻
訳
者
た
ち
は
リ
ル
ケ
が
代
表
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
詩
が
東
洋
的
・
日
本
的
要
素
と
交
感
し
あ
う
こ
と
の
再
評
価
の
過
程
で
、
自
分
た
ち
の
持
つ
詩
形
式
に
リ
ル
ケ
の
こ
の
詩
を
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
西
洋
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
「
ハ
イ
ク
」
の
実
践
が
日
本
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
の
詩
人
た
ち
が
自
ら
の
内
に
ハ
イ
ク
的
要
素
を
意
識
化
し
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
新
し
い
詩
や
翻
訳
に
導
入
し
よ
う
と
し
て
、
近
代
詩
自
体
を
「
日
本
的
な
る
も
の
」
に
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
本
論
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
生
成
・
自
立
、
な
ら
び
に
そ
れ
と
連
動
す
る
日
本
に
お
け
る
俳
句
再
評
価
を
考
察
し
て
み
た
。
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
少
な
い
が
、
実
際
に
は
そ
れ
は
す
で
に
一
つ
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
独
自
な
形
で
定
着
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
、
日
本
の
俳
人
た
ち
が
期
待
す
る
伝
統
的
俳
句
観
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
他
方
で
、
こ
う
し
た
「
ハ
イ
ク
」
の
展
開
を
み
な
が
ら
、
日
本
の
俳
句
が
よ
り
自
己
意
識
を
強
め
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
可
能
性
に
新
た
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
し
（
座
と
し
て
の
文
学
、
自
然
詩
、
生
活
詩
と
し
て
の
俳
句
）、
と
き
に
日
本
回
帰
や
民
族
主
義
的
な
主
張
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
反
面
、
リ
ル
ケ
の
「
ハ
イ
ク
」
の
日
本
で
の
受
容
の
変
遷
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
ろ
過
さ
れ
た
ハ
イ
ク
的
特
性
が
よ
り
普
遍
的
な
形
で
日
本
に
回
帰
し
、
日
本
の
俳
句
、
な
ら
び
に
日
本
の
近
代
詩
を
革
新
し
て
い
く
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
日
本
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
俳
句
も
、「
ハ
イ
ク
」
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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日
独
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
と
「
ハ
イ
ク
」
の
発
展
に
み
る
よ
う
に
、
一
般
に
異
文
化
で
の
自
文
化
の
評
価
が
、
自
文
化
の
特
性
を
意
識
化
さ
せ
、
そ
れ
を
実
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
自
文
化
は
異
文
化
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
文
化
は
相
互
の
影
響
と
交
流
に
お
い
て
相
互
照
射
す
る
こ
と
で
し
か
発
現
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
の
一
例
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
双
方
向
的
影
響
関
係
を
み
る
試
み
は
、
文
化
同
士
が
相
互
照
応
し
な
が
ら
、
個
々
の
文
化
で
自
己
意
識
を
高
め
る
様
を
映
し
出
す
と
と
も
に
、
文
化
間
に
通
底
す
る
要
素
を
発
見
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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リ
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ド
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